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編集後記

桜の散 り始め る頃,第2号 の編集が終 り'ました。皆様の澄手元 に届 く頃はつつ じの季節で し

ようか。 今回は大分盛沢山です。 これから も息切 れ しない よ うに続けなげれば と編集委員一 同

張切 って:拾 ります。

物価高,公 害,買 占めが さわがれ る毎 日ですが,も のの本に よれば21世 紀まで今の勢 で人

間が:増え続 けれ ぱ大変な事 にな るそ うです。何 しろ60晦 もある動 物が何十億 もこの地球上 に

住みついている事が生物学的 には異常であるとい う訳 です。 まず食物 が無 くなる,そ うすれば

石油タ ンパク も食べざる を得な くなるでしよう。 ところがそ の石油がここ2・30年 で無 くなる:

とい うか ら事は大変です。石油が無 くな った後 のエネルギー問題は特 に深刻 で しよ う。 そ うな

れば液 体水素が燃料 にな るだ ろうという卑は然 る物性の先生 の言 を待つまで もな く想像 され る事

ですが,さ てそ の水素は ど うやって作る ・・・・… 水の電気分解 ・… … ではその電 力は … …

等 と考 えて行 くと甚 だ心細 くな ります。 とまれ,電 力輸送 の効率 を現在 より飛躍的 に高 める事

が重要 な ポイン トとなる訳で,今 後超電導送電や低温送電等に関す るGryQgenicsは 益 々

胸光 をあびることで しよ う。

どうぞ夢の ある話 をどん どん御投 稿下さい。治待 ちして います。(森 崎 記)
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低温センター利 用案内

吹 田 分 室

業 務 内 容 利 用 日 申 込 方 法

液体へ捗 ム

(52未 満)

毎週

火,木,金
前臼の塒 までに瀧 卿 朋 練 記入凶 液鰹 へ鯵

液体ヘ リウム

(54以 上)

毎週

火,金
希望日の2週 問前から1週 間前の間に担当者(牧 山)へ 申込み

喉 体 水 素 奇数月の第4火 曜日

を含む週
奇 数 月の第2:± 曜 日までに担 当:者(脇 坂)へ 申込み

液 体 窒 素 平 日10～16時

土 曜10～12時
申込みの必要なし,所 定の用紙に必要事項を記入

部 品 の 供 給 毎週

月,木 の午前中
癖 の申込用榔 必要事項を記入して鯵 、

器 具 の 貸 出 特 に定 め ず センター技 官と相談

:豊 中 分 室

業 務 内 容 利 用 者 申 込 方 法

液体ヘ リウム

(54朱 満)

毎週

凡 水,金

前 日の16時(月 曜の分崎:±曜の12時)ま でに液化室の黒板 に記

入

液体ヘ リウム

(54以 上)
特 に定 めず 約1ケ 月前に液化室へ申込み,技 官と相談

液 体 水 素 偶数月の第1週 10日 前 までに液化室へ申込 み

液 体 窒1素 平 日9～17時.

± 曜9～12時

幡 繍 外)

`

申込みの必要なし,所 定の用紙に必要事項を記入

器 具 の 貸 出 塒 に定 め ず センター技 官と相談


